
平成28年度市町村長特別セミナー～災害に強い地域づくり
～を、11月１日、２日の２日間の日程で開催しました。42名
の市町村長・副市町村長の皆様に加え、管理職特別セミナー
～災害に強い地域づくり～の研修生72名も合同講義という形
で全国各地からご参加いただきました。今回のセミナーでは、
「災害に強い地域づくり」を進めるため、これまでの災害の
教訓を踏まえ、危機管理のあり方、防災・減災への取組など
をテーマに、防災・危機管理の専門家として第一線で活躍さ
れる方からご講演をいただきました。
初日は、「業務継続計画（BCP）の重要性と策定のポイン
ト」と題して、東北大学災害科学国際研究所教授の丸谷浩明
先生から、近年の災害実例と行政の対応を踏まえ、最初に策
定すべきBCPのポイント、実効性確保と維持・改善等につい
て、BCP策定等の動機付けとなるお話をいただきました。参
加者からは、「講演内容はとても整理されたものでシンプル
に理解できるものであった」、「BCPは策定済みだが、重要ポ
イントを示してもらい、今後の更新に活かしたい」などの感
想をいただきました。
次に、「見たくないものも目をそらさず大震災に備える」

と題して、名古屋大学減災連携研究センター長・教授の福和
伸夫先生から、震災と歴史の関係の興味深いお話、また、震
災の際に庁舎の構造等が抱える現実や問題点について、率直
なお話をいただきました。参加者からは、「講演内容が具体
的かつ説得力があった」「今後の庁舎の建替えや耐震化を進
める中で、色々と考えるヒントをもらった」などの感想をい
ただきました。

また、１日目の締めくくりとして、フルート荒川洋氏、
チェロ植木昭雄氏、ピアノ佐藤勝重氏の三重奏による「ミニ
コンサート」が催されました。みなさんに馴染みのある選曲
で、曲にまつわるエピソードなども交え、素晴らしい演奏を
披露していただき、文化による地域活性化手法の参考となり
ました。参加者からは、「すばらしいの一言。もう少し魅了
されていたかった」などの感想をいただきました。
２日目は、「大災害への備え～過去に学んで、未来に備え
る～」と題して、神戸大学名誉教授、兵庫県立大学防災教育
研究センター長の室﨑益輝先生から、改めて、災害大国であ
る我が国の現実と過去の災害から得られた教訓をお話しいた
だき、また、災害時の業務のアウトリーチとトリアージの重
要性等についてご講演をいただきました。参加者からは、
「過去に起こった大災害から得られる教訓をどのように活か
していくべきかよくわかった」、「民間、コミュニティーの活
用の重要性がよく理解できた」などの感想をいただきました。
最後に、「災害時におけるメディアとの連携～戦略的な知
識と情報の普及を目指す～」と題して、新潟大学危機管理室、
災害・復興科学研究所（兼務）教授の田村圭子先生から、
ICTの活用から災害対策本部の体制、そしてマスコミ対応ま
で幅広いご講演をいただきました。参加者からは、「災害時
の適切な情報収集が重要なこと、また、これを活用すること
の大切さを深く認識した」、「情報共有を大切にし、的確な判
断組織の確立を目指したいと思う」などの感想をいただきま
した。
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平成28年度第２回「市町村長・管理職特別セミナー～自治体経
営の課題～」を、総務省との共催により、１月12日、13日の２日間の
日程で開催し、全国各地から74名の市町村長、副市町村長及び管
理職の皆様にご参加いただきました。
今回のセミナーでは、市町村が直面する自治体経営の課題とし

て、「地域経営」、「地方財政」、「インバウンド」を中心に取り上げ、
各分野でご活躍されている講師の皆様にご講演いただきました。
初日は、「新しい時代の地域経営」と題して、東京大学名誉教
授の神野直彦先生から、「地域力」とは、地域社会の構成員が持
つ個々の能力と、その構成員相互の凝集力（＝社会関係資本）か
ら成り立つものであり、各地域が持つ長所を発展させる必要がある
と、深い洞察に基づいたお話をいただきました。参加者からは、
「高齢者などが住み慣れた地域で安心して暮らせる社会づくりは自
治体にしかできないと再認識した。」などの感想をいただきました。
次に、「地域から変革する日本」と題して、東京大学名誉教授の

月尾嘉男先生から、地域は魅力にあふれており、多様性にこそ価
値がある。GNP信仰からGRC（Gross Regional Cool）志向へ発展
させ、「足元の宝物」を発見すべきと、多様なデータを用いて示唆
に富むお話をいただきました。参加者からは、「事例が具体的でと
ても分かりやすかった。足元の宝物を探し出すことから始める重要
性を認識した。」などの感想をいただきました。
また、１日目の締めくくりとして、ヴァイオリニストの神谷未穂氏と
チェリストのエマニュエル・ジラール氏による「ミニコンサート」が
催されました。お二人は御夫婦でもあり、お二人の奏でるハーモ
ニーで、会場も愛情いっぱいに包まれました。参加者からは、「バ
ロック音楽やチェロによる文楽は貴重であり、ウィットに富んだトー
クとともに素晴らしい演奏だった。」などの感想をいただきました。
２日目は、「地方財政の展望と課題」と題して、総務省大臣官房
審議官の池田憲治氏から、平成29年度地方財政対策などについて
ご講演いただきました。参加者からは、「来年度の財政展望、地方

財政計画等、ホットな話題提供であり、大変参考になった。」など
の感想をいただきました。
次に、「地方創生関連施策の動向」と題して、総務省地域力創
造審議官の時澤忠氏から、地方創生に関する各種施策などについ
てご講演いただきました。参加者からは、「わが町で利用できそう
な事業を選択して有効に活用したい。」などの感想をいただきまし
た。
次に、「日本へ呼び込め！外国人観光客 ～訪日外国人市場の
現状と今後～」と題して、株式会社やまとごころ代表取締役の村
山慶輔氏から、訪日外国人は６割がリピーターで、ローカル体験を
求めており、地方にこそニーズがある。外国人目線を把握し、マー
ケティングすることが必要と、インバウンド戦略についてお話をいた
だきました。参加者からは、「外国人の動向がよく分かり、今後の
取組みへの大きなきっかけになった。」などの感想をいただきました。
市町村長特別セミナーはここで終了となりましたが、初の取組み

として、管理職特別セミナーのみ、より実務的なテーマでの講演
「一人一人の職員が輝く組織づくり」を開催しました。
講師である特定非営利活動法人ファザーリング・ジャパン理事

の東浩司氏からは、いきいきと働くための条件、働き方を変えるマ
インドセットなど、イクボス（＊）から始める働き方改革についてお
話をいただきました。参加者からは、「イクボス宣言します。来週の
仕事から、今日決意したことを実践していこうと思います。」などの
感想をいただきました。
セミナー全体については、「国の状況を含め、様 な々情報が得ら
れて良かった。地元での見直しに活用し、今後に生かしたい。」な
どの感想が寄せられました。

＊　イクボス：部下・スタッフのワークライフバランスを考え、その
人のキャリアと人生を応援しながら、組織としての業績も結果を出
しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司のこと。
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平成28年度第２回「市町村議会議員特別セミナー～自治体
経営の課題～」を、１月26日、27日の２日間の日程で開催し
たところ、全国各地から129名の議員の皆様にご参加いただ
きました。
今回のセミナーでは、「地方議会の役割」、「観光」、「政治」、

「経済」をテーマに取りあげ、市町村が直面している重要課
題や時局の話題について、各分野でご活躍されている講師の
皆様にご講演いただきました。
初日は、「人口減少社会に期待される議会の役割」と題し

て、早稲田大学政治経済学術院・政治学研究科教授の片木淳
先生から、地方議会は、今後、住民の信頼を一層確保し、人
口減少・高齢化などの厳しい現実を直視して、その責務を果
たしていくことが求められるなど、お話いただきました。参
加者からは、「議会の役割に関して、住民参加、住民主役を
真に理解した取組が重要であると、学ぶことができた。」、
「減少ありきで話を進めていかないと現実的ではないと改め
て考えさせられた。」などの感想をいただきました。
次に、「改めて見直す日本の魅力」と題して、関西国際大
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先生から、日本には魅力ある地域資源が
数多くあり、海外観光客を呼び込み、地域を活性化させるた
めには、観光客の視点に立った取組が大切であると、豊富な
事例を交えながらお話いただきました。参加者からは、「日
本の魅力を明解に説明していただき、改めて日本の素晴らし
さを理解しました。」、「納得のお話でした。外からの視点が
大事で、重要であることを再認識しました。あっという間の
時間でした。」、「希望がわく講義で良かった。地元をもう一
度見直そうと思った。」などの感想をいただきました。

２日目は、「我が国の政治の行方」と題して、京都大学公
共政策大学院院長・教授の中西寛先生から、昨今の国際情勢
と今後、日本政治に与える影響について、精緻な分析をもと
に解説いただきました。参加者からは、「今後の日本の政治
の進むべき方向性が示されていて、良く理解できた。国際情
勢を注視していきたい。」、「わかりやすかった。全体の情勢
を学び、地元の自治の方向性をぶれさせないようにしていき
たいと思った。」、「タイムリーな研修課目であり、興味を引
いた。客観的視点に立って、国際政治や経済を中心に、講義
が展開されていて良かった。」などの感想をいただきました。
最後に、「日本経済　今後の針路」と題して、法政大学法
学部教授の水野和夫先生から、歴史を俯瞰しながら、グロー
バリーゼーションによる資本主義の課題を提起され、日本経
済の方向性について示唆に富んだお話をいただきました。参
加者からは、「歴史と思想を絡めながら、現代経済を解説さ
れ、興味深かった。」、「経済格差、資産格差について考えさ
せられる内容だった。資本主義の歴史を説明していただき、
その問題点を整理することができた。」、「各地域における経
済成長を含め、今後の経済について考えさせられました。」
などの感想をいただきました。
また、講演後、講師の皆様には、参加者からの質問に対し、
丁寧にお答えいただきました。
セミナー全体については、「充実した講師陣で、非常に良
かった。」、「全体的にわかりやすかった。」「大変勉強になり
ました。今後も参加したいと思います。」などの感想をいた
だきました。
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